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筆
者
は
、
徳
川
幕
府
が
派
遣
し
た
ロ
シ
ア
留
学
生
市
川
文
吉
の
人
と
事
績
に
つ
い
て
、
先
に
本
誌
の
第
三
七
巻
第
四
号
（
平
成
三
年
一
一
一
月

発
行
）
に
「
幕
府
ロ
シ
ア
留
学
生
市
川
文
吉
の
こ
と
」
題
し
て
小
論
を
発
表
し
た
。
が
、
目
下
本
邦
に
お
け
る
ド
イ
ツ
学
の
沿
革
に
つ

か
れ
の
り
い
つ
き

い
て
調
査
研
究
中
の
と
こ
ろ
、
市
川
文
士
ロ
の
父
兼
恭
（
通
称
斎
宮
、
の
ち
開
成
所
教
授
職
、
学
士
院
会
員
）
が
書
き
残
し
た
日
記
（
「
浮
天

斎
日
記
」
）
を
閲
読
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
の
自
筆
日
記
（
墨
書
）
は
、
縦
二
十
三
ｍ
、
横
十
五
・
五
ｍ
の
大
き
さ
で
、
厚
さ
は
各
巻

に
よ
り
異
な
る
が
四
五
ｍ
位
、
五
巻
（
巻
之
一
～
巻
之
五
）
か
ら
成
っ
て
い
る
。
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
貴
重
書
と
し
て
架
蔵

さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
径
路
か
ら
同
所
の
所
蔵
に
帰
し
た
も
の
か
興
味
を
覚
え
る
。
巻
之
一
の
扉
の
う
ら
に
楕
円
形
の
印
が
あ
り
、

そ
の
中
に
「
維
新
史
料
編
纂
会
図
書
大
正
十
三
年
一
月
八
日
購
入
二
四
五
一
六
」
と
い
っ
た
文
字
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

同
日
記
は
、
当
時
、
古
書
市
か
書
建
に
売
り
に
出
さ
れ
た
と
き
、
維
新
史
料
編
纂
会
の
方
で
購
求
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

筆
者
は
先
に
『
幕
末
お
ろ
し
や
留
学
生
』
（
筑
摩
書
房
、
平
成
二
年
一
月
刊
）
を
上
梓
し
た
と
き
、
残
念
な
が
ら
兼
恭
の
「
浮
天
斎
日

記
」
を
利
用
す
る
こ
と
を
逸
し
た
。
が
、
今
回
こ
の
日
記
を
一
読
し
て
み
て
、
文
吉
に
関
す
る
記
述
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
に
気
づ
く

と
同
時
に
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
点
に
関
し
て
多
く
の
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
維
新
前
の
海
外
留
学
生
に
関
す

幕
末
ロ
シ
ア
留
学
生
市
川
文
吉
に
関
す
る
一
史
料

宮
永

孝
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る
調
査
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
諸
先
学
に
よ
り
多
く
な
さ
れ
て
来
た
が
、
未
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
と
に
徳
川
幕
府
派
遣
の

ロ
シ
ア
留
学
生
市
川
文
吉
に
つ
い
て
は
、
史
料
不
足
か
ら
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
戦
前
に
お
い
て
は
、
昭
和
十
八
年

秋
に
医
学
博
士
内
藤
遂
が
上
梓
し
た
『
遣
露
伝
習
生
始
末
』
（
東
洋
堂
）
に
お
い
て
市
川
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
と
ま
っ
た
論
考

で
は
、
維
新
史
料
編
纂
官
原
平
三
（
故
人
）
が
執
筆
し
た
「
我
が
国
最
初
の
露
国
留
学
生
に
就
い
て
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
一
○
ノ
六
、
昭

み
つ
の
ぷ

和
十
五
年
六
月
）
「
露
国
留
学
生
派
遣
の
顛
末
」
（
「
幕
末
洋
学
者
欧
文
集
解
説
・
山
岸
光
宣
編
』
所
収
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
）
「
市
川
文

（
１
）
 

吉
送
別
文
執
筆
者
略
伝
」
（
『
幕
末
洋
学
者
欧
文
集
解
説
・
山
岸
光
一
旦
編
』
所
収
、
昭
和
十
五
年
十
一
一
月
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
除
く

と
、
あ
ま
り
見
る
べ
き
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
し
て
や
ロ
シ
ア
留
学
生
に
関
す
る
新
史
料
が
海
外
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
一
ニ
ー
ス

市
川
文
吉
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
六
月
一
一
十
三
日
、
の
ち
の
開
成
所
教
授
職
市
川
兼
恭
（
斎
宮
）
の
長
男
と
し
て
江
戸
神
田
新
白

銀
町
に
生
ま
れ
た
。
幼
名
を
秀
太
郎
と
い
い
、
文
久
元
年
十
一
月
二
十
五
日
に
文
吉
と
名
を
改
め
た
。
幼
少
年
時
代
の
文
吉
に
つ
い
て
は

（
２
）
 

（
〃
延
兀
年
）

詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
十
歳
の
と
き
小
学
を
学
び
、
ま
た
父
と
と
も
に
調
練
等
を
見
学
し
た
と
い
う
。
安
政
七
年
（
一
八
六
○
）
四
月
四

日
、
蕃
書
調
所
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
学
習
の
命
を
受
け
た
が
、
同
所
に
は
こ
れ
を
教
え
る
者
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
｜
｜
｜
田
の
正
泉
寺

（
３
）
 

（
増
上
寺
末
寺
、
一
二
田
台
町
）
に
通
っ
て
仏
語
を
学
ん
だ
と
あ
る
。
し
か
し
、
誰
に
つ
い
て
学
ん
だ
も
の
か
明
ら
か
で
な
い
。

究
で
、
文
吉
の
渡
露
前
と
帰
国
生

て
ペ
ン
を
取
っ
た
次
第
で
あ
る
。

と
り
わ
け
市
川
文
吉
に
関
す
る
個
人
研
究
で
は
、
先
に
掲
げ
た
原
平
三
の
「
露
国
留
学
生
派
遣
の
顛
末
」
（
「
幕
末
洋
学
者
欧
文
集
』
に

収
録
す
る
際
に
編
者
山
岸
光
宣
が
訂
正
増
補
し
た
）
が
最
も
す
ぐ
れ
て
お
り
、
今
さ
ら
何
も
つ
け
加
え
る
こ
と
が
無
い
ほ
ど
で
あ
る
。
筆

者
は
同
論
文
を
再
読
し
て
み
て
、
部
分
的
に
「
浮
天
斎
日
記
」
に
依
拠
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知
っ
た
。
が
、
そ
の
後
の
研

究
で
、
文
吉
の
渡
露
前
と
帰
国
後
の
動
向
に
つ
い
て
多
少
と
も
つ
け
加
え
て
置
い
た
方
が
よ
い
と
思
え
る
箇
所
が
相
当
生
じ
た
の
で
、
敢

と
、
あ
ま
り
ロ

も
聞
か
な
い
。
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文
久
二
年
（
一
八
六
一
一
）
一
一
一
月
一
一
十
八
日
、
文
吉
は
父
に
伴
わ
れ
福
井
藩
邸
に
赴
き
、
父
兼
恭
の
主
君
で
藩
侯
に
拝
謁
し
た
。
元
治
元

年
（
’
八
六
四
）
＋
｜
月
二
十
四
日
、
文
吉
は
開
成
所
の
仏
学
科
の
教
授
手
伝
並
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
翌
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
初
頭
、

幕
府
は
箱
館
駐
割
初
代
ロ
シ
ア
領
事
ゴ
シ
ヶ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
勧
め
も
あ
り
、
ロ
シ
ア
に
留
学
生
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
留
学
生
の
選

抜
は
、
開
成
所
で
独
・
蘭
・
仏
・
英
を
学
ん
で
い
る
旗
本
や
御
家
人
お
よ
び
箱
館
奉
行
支
配
向
の
者
の
中
か
ら
志
願
者
を
募
る
こ
と
に
し
、

文
吉
の
ほ
か
、
緒
方
城
次
郎
（
二
十
二
歳
）
・
大
築
彦
五
郎
（
十
六
歳
）
・
田
中
次
郎
（
十
五
歳
）
小
沢
清
次
郎
（
十
三
歳
）
・
山
口
作
左
衛

門
（
三
十
歳
）
ら
五
名
が
選
ば
れ
た
。
文
吉
の
出
願
を
思
い
立
っ
た
父
兼
恭
は
、
早
く
か
ら
ロ
シ
ア
に
対
し
て
興
味
を
抱
き
、
ま
た
ロ
シ

ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
が
安
政
五
年
二
八
五
八
）
日
露
通
商
条
約
締
結
の
た
め
に
来
日
し
た
折
、
接
伴
委
員
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
息
子
を
ロ
シ
ア
に
遣
り
た
い
気
に
駆
ら
れ
た
よ
う
だ
。
何
よ
り
も
相
談
に
あ
ず
か
っ
た
蕃
書
調
所
の
元
頭
取
古
賀
謹
一
郎
（
一
八
一
六

蝋
～
八
四
、
維
新
後
新
政
府
に
仕
え
ず
）
や
同
僚
加
藤
弘
蔵
（
弘
之
）
ら
の
意
見
も
文
吉
の
出
願
に
あ
ず
か
っ
て
力
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

（
４
）
 

る
て
い
る
。
後
年
、
東
京
外
国
語
学
校
で
文
士
ロ
か
ら
ロ
シ
ア
語
を
学
ん
だ
鈴
木
要
三
郎
（
明
治
十
七
年
七
月
卒
、
の
ち
海
軍
主
計
大
佐
）
が
、

鮒
文
吉
か
ら
聞
い
た
直
話
に
よ
る
と
、
父
を
通
じ
て
文
吉
に
ロ
シ
ア
語
の
学
習
を
勧
め
た
の
は
古
賀
謹
一
郎
で
あ
っ
た
と
い
う
・

に吉
と
も
あ
れ
慶
応
元
年
三
月
十
八
日
に
文
士
ロ
の
ロ
シ
ア
留
学
の
願
書
が
出
さ
れ
、
同
月
一
一
十
一
日
に
誓
詞
を
差
し
出
し
て
い
る
。
幕
府
に

肱
願
い
の
筋
が
聞
き
届
け
ら
れ
、
留
学
許
可
の
命
が
下
っ
た
の
は
四
月
九
日
の
こ
と
で
あ
る
・
同
日
、
父
兼
恭
は
開
成
所
頭
取
林
大
学
頭
輝

姉
の
所
へ
お
礼
の
た
め
の
挨
拶
に
伺
い
、
同
夜
隣
家
の
加
藤
弘
蔵
を
招
き
内
祝
の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。
ま
た
文
吉
と
同
じ
く
ロ
シ

群
ア
行
が
決
ま
っ
た
緒
方
城
次
郎
（
一
一
十
二
歳
）
も
こ
の
日
、
市
川
家
を
訪
れ
て
い
る
。
四
月
十
一
日
、
こ
ん
ど
は
文
吉
が
緒
方
宅
を
訪
問

アシ
し
、
翌
十
二
日
江
戸
在
府
の
箱
館
奉
行
並
新
藤
錯
蔵
邸
を
訪
ね
て
い
る
。
こ
れ
は
新
藤
が
ロ
シ
ア
留
学
一
件
の
取
扱
者
で
あ
っ
た
こ
と
か

ｐ
 

末
ら
、
挨
拶
に
伺
っ
た
も
の
か
。
十
四
日
付
の
兼
恭
の
日
記
に
「
魯
行
人
会
〈
ロ
」
と
あ
る
が
、
山
内
を
除
く
在
府
の
ロ
シ
ア
留
学
生
五
名
が

幕
一
同
に
会
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
同
日
、
林
（
大
学
頭
？
）
と
ロ
シ
ア
留
学
生
大
築
彦
五
郎
（
十
六
歳
）
が
市
川
宅
を
訪
問
し
て

１３１ 



い
る
。
十
五
日
、
兼
恭
は
文
吉
の
支
度
金
（
一
一
一
百
両
を
三
回
に
分
け
て
支
給
さ
れ
た
、
第
一
回
目
）
百
両
を
城
中
に
お
い
て
受
け
取
り
、

同
日
下
谷
の
松
本
屋
で
催
さ
れ
た
文
吉
の
壮
行
会
に
出
席
し
た
。
こ
の
送
別
会
に
は
開
成
所
の
教
授
方
三
十
一
名
が
出
席
し
、
美
妓
百
名

を
呼
ん
で
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒
ぎ
を
演
じ
た
も
の
ら
し
い
。
二
十
六
日
、
文
吉
は
乗
船
地
の
箱
館
ま
で
同
行
し
て
く
れ
る
従
者
富
次
郎
と
初
め

し
ゅ
ん
さ
ん

て
会
っ
た
。
翌
一
一
十
七
日
、
兼
恭
は
家
族
全
員
を
連
れ
て
柳
河
春
一
一
一
（
一
八
一
二
一
一
～
七
○
、
開
成
所
教
授
）
宅
を
訪
れ
、
家
族
全
員
と
記

念
撮
影
を
し
た
。
が
、
こ
の
と
き
撮
っ
た
写
真
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
同
日
、
緒
方
と
田
中
ら
両
留
学
生
は
、
市
川
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。

文
吉
は
こ
の
日
、
再
び
新
藤
邸
を
訪
ね
た
模
様
。
二
十
八
日
、
「
壮
士
之
心
得
違
ひ
」
に
よ
り
ロ
シ
ア
留
学
の
選
に
も
れ
た
志
賀
浦
太
郎

（
ロ
シ
ア
領
事
館
通
訳
見
習
い
）
が
、
市
川
宅
に
来
て
い
る
。
五
月
朔
日
、
文
吉
は
「
此
度
魯
西
亜
国
に
伝
習
と
し
て
被
差
遣
も
の
他
御
名

（
徳
川
家
茂
）
」
と
い
っ
た
よ
う
な
証
書
を
与
え
ら
れ
た
。
が
、
こ
れ
は
箱
館
到
着
後
手
に
し
た
も
の
の
よ
う
だ
。

閏
五
年
十
九
日
、
支
度
金
（
第
二
回
目
）
の
交
付
が
あ
り
、
文
吉
は
再
び
百
両
受
け
取
っ
た
。
同
日
、
緒
方
と
田
中
が
市
川
宅
を
再
び

訪
問
し
て
い
る
。
二
十
四
日
、
兼
恭
は
ロ
シ
ア
留
学
の
途
に
つ
く
緒
方
・
大
築
・
田
中
・
小
沢
ら
を
自
宅
に
招
き
宴
を
催
し
た
。
こ
の
日
、

支
度
金
（
第
三
回
目
）
百
両
の
交
付
を
受
け
た
。
二
十
八
日
、
文
吉
は
弟
森
三
郎
（
幕
府
の
イ
ギ
リ
ス
留
学
生
、
の
ち
東
京
大
学
理
学
部

教
授
）
と
共
に
浅
草
に
遊
び
、
江
戸
に
お
け
る
最
後
の
一
日
を
た
の
し
ん
だ
。
二
十
九
日
、
文
吉
ほ
か
四
名
の
留
学
生
は
江
戸
を
立
ち
、

陸
路
箱
館
を
目
ざ
し
た
。
も
う
一
人
の
留
学
生
山
内
作
左
衛
門
（
箱
館
奉
行
支
配
調
役
並
）
は
、
乗
船
地
箱
館
で
一
行
に
合
流
す
る
手
は

ず
に
な
っ
て
い
た
。
江
戸
出
立
の
当
日
、
文
吉
ら
を
千
住
ま
で
送
っ
た
も
の
は
、
弟
森
三
郎
と
開
成
所
の
同
僚
林
正
十
郎
・
多
門
季
三
郎

（
足
）

・
安
達
梅
栄
・
築
地
与
四
郎
ら
で
あ
っ
た
。

一
行
五
名
が
箱
館
に
着
い
た
の
は
六
月
二
十
六
日
で
あ
る
。
慶
応
元
年
七
月
一
一
十
七
日
（
一
八
六
五
・
九
・
一
六
）
ロ
シ
ア
留
学
生
六

名
は
、
露
艦
ポ
ガ
テ
ー
ル
号
（
団
・
舌
亘
『
）
に
乗
り
込
み
、
翌
一
一
十
八
日
箱
館
を
出
帆
し
た
。
な
お
、
同
日
僚
艦
ヴ
ァ
リ
ア
ク
号

（
ご
四
国
ｇ
）
も
同
時
に
出
港
し
て
い
る
。
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
お
け
る
、
こ
れ
ら
露
艦
二
隻
の
箱
館
入
港
と
出
港
に
つ
い
て
は
、
箱
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同
報
告
か
ら
、
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
「
ボ
ガ
テ
ー
ル
」
号
（
’
七
○
○
ト
ン
）
と
同
型
艦
「
ヴ
ァ
リ
ア
ク
」
号
（
二
○
○
○
ト
ン
）
は
、
こ

の
年
に
二
度
箱
館
に
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
前
者
は
、
一
八
六
五
年
四
月
八
日
（
陰
暦
慶
応
元
３
．
⑬
）
に
横
浜
よ
り
箱
館

に
入
港
し
、
同
年
五
月
一
一
十
一
一
日
（
陰
暦
４
．
躯
）
に
同
港
を
出
帆
し
て
い
る
。
行
先
は
「
ロ
シ
ア
諸
港
」
と
あ
る
。
後
者
は
五
月
十
一
一
一

日
（
陰
暦
４
．
旧
）
に
入
港
し
、
五
月
二
十
二
日
（
陰
暦
４
．
肥
）
共
に
箱
館
を
出
帆
し
て
い
る
。

両
艦
の
第
一
一
回
目
の
箱
館
訪
問
は
、
ヴ
ァ
リ
ア
ク
号
が
八
月
三
十
一
日
（
陰
暦
７
．
Ⅱ
）
、
ポ
ガ
テ
ー
ル
号
は
一
週
間
後
の
九
月
七
日

（
陰
暦
７
．
旧
）
で
あ
る
。
ヴ
ァ
リ
ア
ク
号
は
６
闇
三
ｍ
ｍ
二
か
ら
来
た
と
あ
る
が
、
勺
・
耳
ｎ
口
の
三
の
の
（
イ
ギ
リ
ス
領
西
イ
ン
ド
諸
島
の

首
都
、
港
町
）
の
こ
と
か
。
両
艦
は
九
月
十
七
日
（
陰
暦
７
．
恥
）
に
箱
館
を
同
日
に
出
帆
し
て
い
る
が
、
行
先
は
「
長
崎
」
と
な
っ
て

の
。
ご
四
目
ｑ
ｍ
ｏ
ｐ
の
．
』
ｍ
ｍ
ｍ
）

（
ｎ
ｏ
目
］
日
①
目
白
］
閃
ｓ
ｏ
耳
の
沖
○
日
出
の
帛
巨
四
］
の
の
二
㎡
●
○
口
の
巳
の
旨
Ｏ
ご
ロ
四
》
］
四
己
四
皀
四
ご
Ｑ
の
白
目
］
・
』
⑭
①
ｍ
・
Ｆ
ｏ
ｐ
Ｑ
ｏ
目
弔
ユ
ヨ
の
□
す
】
西
日
ユ
ー

国
呂
呉
冒
●
○
コ
の
耳
の
四
円
宛
三

■
四
面
団
両
国
四
口
ロ
ロ
冑
８
□
昌
百

■
ロ
ロ
閉
園
■
Ｄ
Ｃ
弓
の
耳
の
四
円
用
言

■
［
凶
閣
凹
】
図
画
■
ロ
ロ
】
耳
。
□
】
耳
。

｜
ｚ
四
日
の
．

Ｃｎ 
● 

館
駐
罰
イ
ギ
リ
ス
領
事
Ｊ
・
ハ
ワ
ー
ド
・
ヴ
ァ
イ
ス
の
報
告
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
ｚ
・
』
・
）
ｌ
宛
の
Ｂ
ｍ
（
の
『
・
｛
甸
・
Ｈ
の
言
『
の
ｍ
の
①
』
の
向
昌
の
三
垣
二
の
句
・
『
言
帛
出
昊
・
呂
豆
已
三
己
昌
こ
の
四
『
の
己
】
ｇ
己
の
８
口
］
す
の
こ
』
』
ｍ
の

『
１

（
の
ら
ロ
の
ｅ
句
・
困
○
ョ
胃
Ｑ
く
ど
の
の
》
、
○
口
の
ロ
］
．

レ
ロ
ロ
］
、

シ
［
四
］
ロ
ロ

ニ
田
口
］
］
四

□
旨
８

シ
巨
垣
凶
胃

の
①
已
再
『

の
①
ロ
ヨ

ロ
弓
８
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ロ
シ
ア
留
学
生
ら
の
露
艦
搭
乗
に
つ
い
て
は
、
山
内
作
左
衛
門
が
父
豊
城
に
宛
て
た
書
簡
（
長
崎
発
、
慶
応
元
年
八
月
十
日
付
）
に
「
七

、
、
、

、
、

月
廿
六
日
未
明
魯
軍
艦
へ
乗
組
廿
八
日
朝
方
蒸
気
支
度
仕
、
同
日
（
一
一
十
八
日
ｌ
引
用
者
）
過
函
館
出
船
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
り
、
ま

た
「
浮
天
斎
日
記
」
の
七
月
二
十
七
日
付
の
上
欄
外
記
に
「
又
吉
魯
舩
乗
込
同
出
帆
長
崎
行
」
と
い
っ
た
条
が
あ
る
所
か
ら
、
一
行
六

名
は
二
十
七
日
ま
で
に
ポ
ガ
テ
１
ル
号
に
乗
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
ヴ
ァ
イ
ス
英
領
事
の
船
舶
の
出
入
港
情
報
と
ロ
シ
ア
留
学
生
の

出
帆
の
日
時
に
関
す
る
記
事
と
を
つ
き
比
べ
る
と
、
ぴ
っ
た
り
符
号
す
る
。

次
に
兼
恭
が
日
記
の
欄
外
に
記
し
た
記
述
を
も
と
に
、
一
行
の
、
箱
館
出
帆
か
ら
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
到
着
ま
で
の
行
程
を
記
そ
う
。

慶
応
元
年
七
月
二
十
七
日
（
一
八
六
五
・
九
・
一
六
）
ボ
ガ
テ
ー
ル
号
乗
船
。

二
十
八
日
（
九
・
一
七
）
箱
館
出
帆
。

八
月
五
日
（
九
・
二
四
）
長
崎
到
着
。

一
一
十
一
一
一
日
（
一
○
・
一
二
）
同
港
出
帆
。（
６
）
 

一
一
十
八
日
（
一
○
・
一
七
）
香
港
到
着
。

九
月
五
日
二
○
・
二
四
）
同
港
出
帆
。

十
一
月
二
十
四
日
（
一
八
六
六
・
一
・
一
○
）
喜
望
峰
着
。

十
二
月
五
日
（
一
・
二
一
）
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
到
着
。

八
日
（
一
・
二
四
）
同
島
出
帆
。

慶
応
二
年
正
月
二
十
七
日
（
’
八
六
六
・
三
・
’
一
一
一
）
イ
ギ
リ
ス
の
プ
リ
マ
ス
入
港
。

い
る
。
な
お
、
僚
輕

び
箱
館
に
一
民
っ
た
。

（
５
）
 

僚
艦
ヴ
ァ
リ
ア
ク
号
は
香
港
ま
で
ポ
ガ
ー
ナ
ー
ル
号
に
同
行
し
、
し
ば
ら
く
当
港
に
停
泊
し
た
の
ち
、
長
崎
に
寄
港
し
、
再
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教学こ あ宮しンイ
凛菩Ｐ二三Ｅ；た’’ギ

ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
に
着
い
た
幕
生
六
名
は
ゴ
シ
ヶ
ヴ
ィ
ッ
チ
宅
で
四
泊
し
た
の
ち
、
二
月
二
十
日
（
四
・
五
）
に
借
家
に
移
っ
た
が
、

こ
の
日
、
ロ
シ
ア
密
航
者
橘
耕
斎
が
一
行
を
訪
ね
て
い
る
。
そ
の
後
留
学
生
ら
は
ロ
シ
ア
の
学
術
を
学
習
す
る
に
先
立
っ
て
語
学
を
ま
ず

学
ぶ
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
ゴ
シ
ヶ
ヴ
ィ
ッ
チ
、
そ
の
他
の
出
張
教
師
か
ら
習
っ
た
外
、
橘
耕
斎
・
東
洋
学
者
ワ
シ
リ
エ
フ
教
授
な
ど
の

教
導
を
得
た
よ
う
だ
。
だ
が
、
い
ち
ば
ん
困
難
を
覚
え
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ロ
シ
ア
語
そ
の
も
の
の
修
得
で
あ
っ
た
。
慶
応
二
年

の
蟇
ま
で
に
は
め
い
め
い
専
攻
科
目
も
決
ま
っ
た
が
、
首
都
の
専
門
学
校
や
大
学
に
入
学
す
る
に
は
依
然
と
し
て
語
学
力
が
不
足
し
て
い

イ
ギ
リ
ス
の
プ
リ
マ
ス
到
着
後
、
対
岸
の
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
港
に
至
っ
た
一
行
は
、
陸
路
鉄
道
に
て
パ
リ
に
向
か
っ
た
。
や
が
て
パ
リ
の
サ

ン
Ⅱ
ラ
ザ
ー
ル
駅
に
着
い
た
幕
生
六
名
は
、
そ
れ
よ
り
直
ち
に
旅
宿
に
向
か
い
、
旅
装
を
解
く
の
だ
が
、
従
来
、
ど
こ
の
ホ
テ
ル
に
投
宿

し
た
も
の
か
不
明
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
一
行
が
一
泊
し
た
の
は
、
「
グ
ラ
ン
ト
テ
ル
・
デ
ュ
・
ル
ー
ブ
ル
」
（
の
日
己
国
耳
の
］
含

Ｆ
ｏ
巨
司
①
）
で
あ
ろ
う
。
「
浮
天
斎
日
記
」
慶
応
一
一
一
年
四
月
の
上
欄
外
記
に
「
田
中
パ
リ
ス
着
ル
ー
ブ
ル
宿
」
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で

二
月
九
日

十
一
日

十
二
日

十
三
日

十
四
日

十
五
日

十
六
日

（
一
一
一
・
二
五
）

（
三
・
一
一
七
）

（
三
・
一
一
八
）

（
三
・
一
一
九
）

（
三
・
一
一
一
○
）

（
一
一
一
●
一
一
一
一
）

（
四
・
｜
）

同
港
出
帆
、
同
日
の
夕
刻
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
港
に
到
着
。

シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
よ
り
汽
車
に
て
パ
リ
に
向
か
う
。

朝
、
パ
リ
に
到
着
。

朝
、
パ
リ
を
出
発
。

朝
、
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
、
暫
時
休
憩
の
の
ち
出
発
。

朝
、
ロ
シ
ア
領
に
入
る
。

午
後
、
露
都
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
到
着
。
ゴ
シ
ヶ
ヴ
ィ
ッ
チ
宅
に
泊
る
。
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た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
の
借
家
暮
ら
し
に
も
慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
幕
生
六
名
は
同
じ
屋
根
の
下
に
い
て
は
日
本

語
ば
か
り
話
し
、
語
学
の
習
得
に
不
利
と
の
理
由
か
ら
、
分
宿
を
望
む
よ
う
に
な
っ
た
。
ゴ
シ
ヶ
ヴ
ィ
ッ
チ
は
初
め
こ
の
件
に
反
対
で
あ

っ
た
が
、
交
渉
の
結
果
慶
応
三
年
の
春
か
ら
め
い
め
い
別
居
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
六
名
は
い
か
な
る
街
の
誰
の
家
に
下
宿
し
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
、
何
を
学
習
し
た
も
の
か
未
だ
に
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
田
中
次
郎
の
下
宿
先
を
明
か
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
「
田
中
移
居
ス
リ
ィ
町
第
三
ｎ
Ｕ
」
と
い
っ
た
記
述
が
あ

る
（
「
浮
天
斎
日
記
」
慶
応
三
年
四
月
の
上
欄
外
記
）
。
ロ
シ
ア
学
に
つ
い
て
の
学
習
の
成
果
が
十
分
上
が
ら
ぬ
う
ち
に
慶
応
一
一
一
年
、
早
く

も
山
内
作
左
衛
門
は
健
康
上
の
理
由
か
ら
一
行
か
ら
脱
落
し
帰
国
の
途
に
つ
き
、
翌
四
年
こ
ん
ど
は
幕
府
崩
壊
に
伴
な
う
帰
国
命
令
に
接

し
た
緒
方
。
大
築
・
田
中
・
小
沢
ら
が
帰
朝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
市
川
文
吉
を
除
く
ロ
シ
ア
留
学
生
四
名
は
、
慶
応
四
年
五

月
二
十
七
日
（
一
八
六
八
・
七
・
一
六
）
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
立
ち
パ
リ
に
向
か
っ
た
。
パ
リ
到
着
後
、
一
行
は
ロ
シ
ア
公
使
館
に
ひ
と
ま

ず
身
を
落
ち
つ
け
た
後
、
六
月
一
日
（
七
・
一
一
○
）
徳
川
昭
武
の
借
家
（
ペ
ル
ゴ
レ
ー
ズ
五
三
番
地
に
現
存
）
に
や
っ
か
い
に
な
っ
た
。

四
人
が
パ
リ
に
滞
在
す
る
こ
と
約
一
カ
月
、
そ
の
間
に
市
内
見
物
等
を
行
な
い
、
七
月
一
日
（
八
二
八
）
パ
リ
を
発
ち
マ
ル
セ
イ
ユ
に

向
か
い
、
そ
こ
か
ら
便
船
を
得
て
帰
国
の
途
に
つ
き
、
慶
応
四
年
八
月
二
十
七
日
（
一
八
六
八
・
一
○
・
一
一
一
）
横
浜
に
安
着
し
た
。
そ

の
後
、
同
地
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
の
ち
江
戸
に
向
う
の
だ
が
、
帰
府
は
九
月
一
日
（
一
○
・
一
六
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

同
月
七
日
、
留
学
生
大
築
彦
五
郎
の
兄
保
太
郎
（
歩
兵
差
図
役
勤
方
、
の
ち
の
陸
軍
中
将
大
築
尚
志
）
が
市
川
宅
を
訪
れ
、
四
人
の
帰

国
を
兼
恭
に
報
告
し
、
文
吉
は
帰
国
の
道
を
選
ば
ず
、
そ
の
ま
ま
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
在
留
す
る
旨
伝
え
た
。
ひ
と
り
文
吉
だ
け
が
な
ぜ
単

独
在
留
し
た
の
か
。
今
と
な
っ
て
は
そ
の
理
由
を
知
る
術
は
無
い
が
、
お
そ
ら
く
の
ち
に
結
婚
す
る
ロ
シ
ア
女
性
ワ
シ
リ
ー
・
シ
ュ
ヴ
ィ

ロ
フ
（
生
没
年
月
日
不
詳
）
と
の
恋
愛
の
た
め
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
残
留
し
た
文
吉
が
身
を
寄
せ
た
所
は
、

プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
爵
邸
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
住
所
ま
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
「
浮
天
斎
日
記
」
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プ
チ
ャ
ー
チ
ン
邸
に
引
き
取
ら
れ
た
文
吉
は
、
日
本
に
も
来
た
こ
と
あ
る
『
日
本
渡
航
記
』
の
著
者
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
、
と
外
三
人
の
教

（
７
）
 

師
か
ら
ロ
シ
ア
語
・
歴
史
・
数
学
な
ど
を
教
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
士
ロ
は
在
露
中
、
こ
う
い
っ
た
出
張
教
師
か
ら
個
人
指
導
を

受
け
た
以
外
に
学
校
に
入
り
、
専
修
学
科
を
学
ん
だ
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
資
料
が
手
元
に
無
い
の
で
何
と
も
い
え
ぬ
。
お
そ
ら
く
、
文

吉
が
学
ん
だ
も
の
は
語
学
が
中
心
で
あ
り
、
他
は
普
通
学
に
過
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
、
在
露
中
の
文
吉
は
新
政
府
よ
り
、
一
カ
年
六
百
ド
ル
（
メ
キ
シ
コ
ド
ル
）
の
学
費
が
送
金
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
こ
れ
は
加
藤
弘
蔵
（
弘
之
）
ら
の
政
府
へ
の
働
き
掛
け
が
効
を
奏
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
後
、
送
金
は
か
れ
が
帰
国
す
る
明

治
六
年
（
’
八
七
三
）
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。
が
、
文
吉
は
約
八
カ
年
に
も
及
ぶ
ロ
シ
ア
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、
妻
子
を
残
し
て
帰
国

の
途
に
つ
き
、
同
年
九
月
十
三
日
帰
朝
す
る
の
で
あ
る
。

帰
国
後
の
文
吉
は
、
帰
朝
の
翌
月
Ｉ
明
治
六
年
十
月
十
七
日
に
文
部
省
七
等
出
仕
と
な
り
、
新
設
の
東
京
外
国
語
学
校
魯
語
科
の
教
師

房
【
弓
○
百
ヶ
ロ
ロ
ご
囚

ｎ
ケ
①
Ｎ
》
【
、
］
の
、
○
日
（
①
句
○
色
は
四
は
ロ
①
。

（
ロ
シ
ア
国
サ
ン
ク
ト
Ⅱ
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク

国
・
邑
扇
】
の
囚
言
囚

の
（
句
の
芹
の
『
、
す
。
巨
己
（
閃
こ
の
巴
の
）

（
明
治
五
年
八
月
の
上
欄
外
記
）
に
文
吉
へ
出
す
手
紙
の
宛
名
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
よ
う
や
く
文
吉
の
住
所
が

判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
Ｉ

キ
ロ
シ
ュ
ナ
ャ
十
八
番
地
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
方
ほ
ど
の
意
）
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と
な
っ
た
。
同
年
秋
、
か
れ
は
宇
都
宮
三
郎
（
元
開
成
所
教
授
手
伝
）
の
仲
人
に
よ
り
小
林
勘
四
郎
の
娘
元
子
と
結
婚
し
た
。
翌
明
治
七

年
（
一
八
七
四
）
二
月
十
日
、
外
務
省
二
等
書
記
官
を
拝
命
し
、
特
命
全
権
公
使
榎
本
武
揚
に
随
行
し
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
日
本
公
使
館

に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
三
月
九
日
出
帆
し
、
六
月
十
日
に
露
都
に
到
着
し
た
。
同
年
九
月
六
日
と
十
月
一
一
十
五
日
に
橘
耕
斎

（
五
十
五
歳
）
が
兼
恭
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。
耕
斎
は
伊
豆
の
戸
田
か
ら
日
本
を
密
出
国
し
て
以
来
、
十
九
年
ぶ
り
で
こ
の
年
の
九
月
に
帰

国
し
た
の
で
あ
る
が
、
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
の
文
吉
か
ら
何
か
包
み
か
手
紙
を
こ
と
づ
か
っ
て
来
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
吉
と
耕
斎
と
の
つ

き
合
い
は
そ
の
後
も
長
く
続
い
た
。
在
露
五
年
の
後
、
文
吉
は
榎
本
公
使
と
共
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
り
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

七
月
一
一
十
六
日
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
を
発
す
る
と
シ
ベ
リ
ア
を
横
断
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
よ
り
小
樽
・
箱
館
を
経
て
同
年
十
月
二
十
一
日

東
京
に
帰
着
し
た
。
十
二
年
（
’
八
七
九
）
一
月
、
文
吉
は
外
務
省
を
依
頼
退
職
し
た
が
、
二
月
外
務
省
御
用
掛
兼
文
部
省
御
用
掛
（
奏

任
待
遇
）
と
な
り
、
再
び
東
京
外
国
語
学
校
魯
語
科
教
員
と
な
っ
た
。
月
給
は
五
十
円
で
あ
っ
た
。
十
七
年
二
八
八
四
）
文
部
省
御
用

掛
、
翌
十
八
年
外
務
省
御
用
掛
を
も
免
ぜ
ら
れ
、
さ
ら
に
東
京
外
国
語
学
校
も
廃
止
と
な
っ
た
の
で
魯
語
教
師
も
辞
め
た
。
十
九
年
二

八
八
六
）
六
月
一
一
十
三
日
、
黒
田
清
隆
が
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
欧
米
巡
遊
の
途
に
上
る
と
き
、
文
吉
は
通
訳
と
し
て
随
行
し
、
二
十
年
四
月

二
十
一
日
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
文
吉
は
二
度
と
官
途
に
つ
か
ず
、
ご
く
少
数
の
者
以
外
と
の
交
際
を
除
い
て
、
世
間
と
の
交
渉
を
経
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
父
兼
恭
の
没
後
（
明
治
二
十
二
年
）
、
熱
海
・
鎌
倉
・
小
田
原
に
隠
棲
し
、
晩
年
は
伊
豆
の
伊
東
の
「
一
一
橋
別

荘
」
で
余
生
を
送
り
、
昭
和
二
年
（
一
九
一
一
七
）
七
月
三
十
日
、
八
十
一
歳
で
逝
っ
た
。
文
吉
は
通
算
す
る
と
十
数
年
ロ
シ
ア
で
生
活
し

た
だ
け
あ
っ
て
露
語
に
よ
く
通
じ
て
お
り
、
そ
の
語
学
力
を
も
っ
て
日
露
外
交
の
懸
け
橋
と
な
り
榎
本
公
使
を
よ
く
補
佐
し
、
ま
た
草
創

期
の
わ
が
国
の
ロ
シ
ア
語
教
育
の
一
翼
を
に
な
い
貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
わ
ず
か
四
十
歳
で
隠
遁
生
活
に
入

っ
た
た
め
に
世
間
的
に
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
な
功
績
を
上
げ
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
惜
し
み
て
余
り
あ
る
。
も
し
外
交
官
や
魯
語
教
師
と
し

て
の
生
活
が
、
も
っ
と
長
く
続
い
て
い
た
ら
、
き
っ
と
こ
の
方
面
で
の
業
績
に
大
い
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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最
後
に
、
拙
著
『
幕
末
お
ろ
し
や
留
学
生
』
お
よ
び
本
誌
掲
載
の
論
文
（
第
三
七
巻
第
四
号
）
で
は
あ
ま
り
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
文
吉

の
性
格
に
つ
い
て
も
う
少
し
言
及
し
て
お
き
た
い
。
父
兼
恭
も
無
口
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
文
吉
も
そ
れ
に
輪
を
か
け
て
無
口
で
非
社
交

的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
家
族
の
も
の
と
も
あ
ま
り
話
を
せ
ず
、
外
国
へ
行
く
と
き
も
、
当
日
ま
で
何
も
い
わ
ず
、
ト
ラ
ン
ク
｜
つ
持
っ
て

隣
町
へ
で
も
出
か
け
る
よ
う
に
無
造
作
に
出
か
け
た
。
物
を
書
く
こ
と
を
好
ま
ず
、
書
い
た
も
の
は
実
に
少
な
い
。
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
か

（
８
）
 

ひ
つ
じ

ら
送
っ
た
父
宛
の
消
息
文
約
十
四
通
（
現
存
し
な
い
）
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
無
い
に
等
し
い
の
で
あ
る
。
文
士
口
（
未
年
生
ま
れ
）
は
嫌

人
癖
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
け
れ
ど
ロ
シ
ア
で
識
り
合
っ
た
橘
耕
斎
（
幕
末
の
ロ
シ
ア
密
航
者
）
と
だ
け
は
終
生
親
し
く
交
わ
り
、
病
中
に

あ
る
と
き
は
し
ば
し
ば
送
金
し
、
ま
た
か
れ
が
死
ん
だ
と
き
に
は
香
典
を
三
十
円
（
当
時
は
一
円
が
ふ
つ
う
）
や
れ
、
と
い
っ
て
家
人
を

（
９
）
 

驚
か
せ
た
と
い
う
。
ま
た
ロ
シ
ア
革
命
の
と
き
、
日
本
へ
逃
れ
て
来
た
ロ
シ
ア
人
の
数
は
四
百
か
ら
千
人
ほ
ど
に
も
な
り
、
か
れ
ら
は
神

一
フ
シ
ヤ

戸
・
横
浜
・
東
京
・
仙
（
ロ
な
ど
に
散
在
し
て
い
た
。
東
京
は
最
も
そ
の
数
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
生
活
の
た
め
に
男
は
羅
紗
や
石

け
ん
な
ど
を
売
り
、
女
は
街
角
に
立
っ
て
花
な
ど
を
売
っ
て
糊
口
の
資
を
得
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
漂
泊
の
ロ
シ
ア
人
の
姿
は
当
時
の
新

聞
に
も
紹
介
さ
れ
、
『
朝
日
新
聞
』
（
大
、
・
四
・
５
夕
刊
）
な
ど
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
売
り
の
親
娘
を
「
秋
雨
の
辻
に
浪
浪
の
娘
を
立
た

せ
て
、
呼
売
に
出
る
露
西
亜
少
女
の
母
マ
リ
ヤ
が
涙
語
り
」
と
い
っ
た
見
出
し
の
も
と
に
、
写
真
入
り
で
報
道
し
た
。
文
吉
は
、
「
亡
命
露

国
婦
人
が
銀
座
街
頭
で
花
を
売
っ
て
い
た
時
な
ど
に
は
、
秘
か
に
夜
出
か
け
て
行
っ
て
花
を
買
い
、
若
干
の
金
を
恵
み
与
え
た
こ
と
も
あ

（
、
）

っ
た
」
と
い
う
。
か
れ
は
常
人
と
は
少
し
違
っ
た
所
が
あ
っ
た
が
、
実
は
情
義
に
厚
く
、
人
情
味
あ
る
人
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

註

（
２
）
儒
学
に
お
け
る
初
学
者
課
程
の
書
。

（
１
）
 

ら
れ
た
。

原
平
三
氏
が
戦
前
に
発
表
し
た
論
文
二
十
数
篇
は
、
す
べ
て
『
幕
末
洋
学
史
の
研
究
」
（
新
人
物
性
来
社
、
平
成
四
年
四
月
刊
）
に
収
め
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く
○
一
・
一
ｌ
ｚ
○
・
一
一
一
四
く
◎
六
．
云
凹
ヨ
ロ
「
こ
の
切
。
□
く
・
「
の
す
『
巨
四
『
く
ぃ
←
三
一
ｍ
の
①
．

（
６
）
従
来
、
｜
行
の
香
港
到
着
日
に
つ
い
て
は
不
確
か
で
あ
っ
た
。
が
、
今
回
、
「
浮
天
斎
日
記
」
に
よ
り
、
そ
れ
が
慶
応
一
兀
年
八
月
二
十
八

日
（
’
八
六
五
・
一
○
・
’
七
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。

（
３
）
 

（
４
）
 

（
５
）
 

註
の
（
３
）
を
参
照
。

ヴ
ァ
リ
ァ
ク
号
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
備
砲
十
四
門
の
蒸
気
コ
ル
ベ
ッ
ト
艦
で
あ
り
、
艦
長
は
伊
目
号
と
い
っ
た
。
一
八

六
六
年
二
月
六
日
、
二
十
四
日
の
両
日
に
横
浜
に
入
港
し
て
い
た
こ
と
が
『
ザ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
・
デ
ィ
リ
ー
・
ア
ト
バ
タ
イ
ザ

１
』
紙
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
同
紙
の
「
船
舶
情
報
」
に
載
っ
た
同
艦
の
記
事
を
掲
げ
る
。

「
露
国
留
学
生
派
遣
の
顛
末
」
（
原
平
三
「
幕
末
洋
学
史
の
研
究
』
所
収
）
を
参
照
。

‐
‐
ぐ
３
８
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
５
】
ゴ
ー
’
’
四
Ｆ
冨
幻
ｈ
く
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｍ
工
一
℃
で
一
三
の
｜
之
『
ｍ
Ｆ
Ｅ
の
ｍ
ｚ
Ｃ
ｍ
。

の
エ
ー
で
ｂ
ｌ
Ｚ
の
一
之
「
ｍ
Ｆ
こ
の
ｍ
ｚ
ｏ
ｍ
．

「
。
⑩
」
四
つ
四
コ
「
一
ヨ
の
い
、
ｏ
四
一
一
ペ
ア
Ｑ
く
の
耳
一
切
の
『

シ
ｎ
．
ヨ
ヨ
の
『
◎
一
四
一
・
つ
◎
一
三
ｏ
四
一
四
コ
こ
の
の
．
①
『
④
一
之
の
乏
切
ロ
四
℃
の
『
・

く
。
｜
・
’
三
○
］
一
一
い
く
◎
六
．
云
囚
ヨ
四
・
「
こ
の
の
。
⑪
く
・
「
の
す
『
巨
四
『
ベ
ロ
ヨ
ー
ロ
の
①
．
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幕末ロシア留学生市川文吉に関する一史料

次
に
史
料
と
し
て
掲
げ
る
も
の
は
、
「
浮
天
斎
日
記
」
（
全
五
巻
）
か
ら
書
き
抜
い
た
文
吉
に
関
係
す
る
記
述
で
あ
る
。
見
落
と
し
分
も

多
多
あ
る
か
と
も
思
え
る
。
（
）
内
は
筆
者
に
よ
る
註
で
あ
り
、
ま
た
［
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
は
、
文
字
が
不
鮮
明
で
あ
っ
た
り
、
判
読
に
自
信
が
持

て
な
か
っ
た
箇
所
で
あ
る
。

〔
史
料
己

（
一
八
五
五
）

安
政
二
年

グー、

１０ 
、一二

／￣へ

９ 
、￣

（
７
）
 

（
８
）
 

正
月
小

（
３
）
 

十
五
ｐ
Ｈ
四
十
六
度
。
六
十
九
動
。

月
大

（
１
）
 

（
２
）
 

八
日
大
風
四
十
一
度
。
秀
太
郎
卜
宇
田
川
箕
作
津
川
佐
竹
足
立
二
行
ク
。
秀
太
郎
足
立
二
止
宿
。

文
吉
の
末
妹
於
千
（
明
弘

文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

註
の
（
８
）
に
同
じ
。

鈴
木
要
三
郎
談
。
註
（
２
）
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

レ
タ
ー
・
ペ
イ
パ
ー

文
吉
が
ロ
シ
ア
語
で
書
い
た
人
名
と
そ
の
住
所
ら
し
き
メ
モ
が
浅
海
福
子
（
文
士
口
の
曾
孫
）
さ
ん
が
所
蔵
す
る
書
簡
用
紙
の
表
紙
に
見
ら

れ
る
。
（
写
真
参
照
）

（
明
治
三
年
十
二
月
十
一
日
生
、

（
４
）
 

携
秀
太
郎
行
浅
草
。 の
ち
海
軍
少
将
木
村
浩
吉
夫
人
）
が
戦
前
原
平
三
氏
に
語
っ
た
話
。
註
（
２
）
の
論

1４１ 



（
一
八
五
八
）

安
政
一
二
年

正
月
小

六
日
二
十
八
度
。
秀
太
郎
帰
。

（
６
）
 

十
七
日
四
十
度
。
天
台
出
勤
。

廿
六
日
三
十
二
度
。
十
一
一
円
土

廿
七
日
三
十
四
度
。
御
書
物
ロ

十
一
日

十
一
月
大

三
日

十
一
日

十
二
月
小

十
七
日

廿
九
日

六
月
大

朔
日

八
月
大

四
十
六
度
。
秀
太
郎
幾
右
門
行
足
立
立
請
、
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ
。

三
十
五
度
。
今
井
来
。
秀
太
郎
行
柏
屋
。

（
５
）
 

六
十
七
度
。
六
十
四
動
。
携
秀
児
行
、
水
代
橋
。

三
十
四
度
。
携
秀
太
郎
行
浅
草
。

三
十
二
度
。
携
秀
太
郎
行
街
中
求
梅
。

六
十
八
度
。
六
十
動
。
ｎ
ｍ
Ⅱ
Ｕ
秀
児
行
浅
草
長
吉
。

台
出
勤
。
秀
太
郎
始
小
学
。

十
二
円
半
金
渡
。
秀
太
郎
行
足
立
。

御
書
物
目
録
侍
出
ス
。
天
台
出
勤
。
秀
太
郎
与
於
亀
帰
。
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〔
上
記
外
記
〕
五
月
小
秀
児
行
市
川

つ
八
五
七
）

安
政
四
年

十
一
月
小

九
月
大

八
月
大

九
月
大

正
月
小

十
日
秀
児
行
足
立
。

晦
日
携
秀
児
仏
参
帰
路
便
児
訪
杉
田
木
村
。

四
日
六
十
度
。
秀
太
郎
行
嵐
山
。

十
三
日
五
十
四
度
。
秀
太
郎
行
足
立
。
七
十
度
。

十
日

七
日
携
秀
児
行
浅
草
。

十
二
度
。
上
野
御
成
七
時
半
御
払
。
拍
屋
岩
蔵
来
贈
物
鰹
節
。
携
秀
児
行
浅
草
。
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二
八
五
九
）

安
政
六
年

二
八
五
八
）

安
政
五
年

十
九
日

十
二
月
大

十
七
日

九
月
小

二
月
小

三
日
四
十
度
。
出
勤
。
秀
太
郎
行
谷
中
。

六
月
小

五
月
大

正
月
小

廿
二
日

廿
三
日

十
四
日
八
十
二
度
。
携
秀
児
行
麹
町
。

十
二
日
八
十
度
。
秀
太
郎
行
霊
岸
島
。

三
十
五
度
。
出
勤
。
秀
児
行
足
立
。

五
十
五
度
。
行
新
道
二
番
町
松
田
善
右
エ
門
内
椿
茂
十
郎
託
秀
太
郎
読
書
。

（
７
）
 

一
二
十
八
度
。
出
勤
。
行
古
賀
。
秀
太
郎
行
足
立
。

三
十
九
度
。
秀
太
郎
帰
宅
告
足
立
病
。
夜
西
尾
来
。
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十
二
月
大

十
月
小

七
月
小

六
月
大

四
月
小

三
日

五
月
小

三
月
大

一一一

廿
十
五一一

（
Ⅱ
）
 

十
日
五
十
九
度
。
明
日
秀
太
郎
行
長
敬
寺
。

十
五
日

七
日

十
一
日
七
十
三
度
。
行
小
野
寺
円
元
。
秀
太
郎
行
赤
坂
。

三
日
雷
四
十
九
度
。
提
燈
エ
引
出
仕
。
行
上
野
。
秀
太
郎
行
足
立
。

（
８
）
 

十
一
二
日
六
十
二
度
。
夜
昌
平
内
災
。
秀
太
郎
行
谷
中
。

日

（
、
）

七
十
七
度
山
山
勤
。
御
城
山
山
勤
即
刻
行
加
藤
。
木
村
行
神
奈
川
。
秀
太
郎
行
赤
坂
。

（
９
）
 

五
十
四
度
。
川
本
教
授
職
杉
田
玄
端
教
授
職
西
周
助
手
伝
。
杉
田
来
。
榊
原
来
。
士
ロ
田
婦
来
与
秀
太
郎
行
谷
中
。

七
十
八
度
。
秀
太
郎
行
足
立
。

十
五
度
。
行
島
田
附
砲
台
図
竝
秀
太
郎
。
仏
学
一
件
書
付
。
山
岡
送
秀
太
郎
願
書
写
。

145 



廿
八
日
六
十
二
度
。
秀
太
郎
行
足
立
。

’一

四
月
小

○
 

廿
一
日
六
十
三
度
。
与
秀
太
郎
行
椿
告
休
学
。
秀
太
郎
森
三
郎
行
小
林
。

閏
三
月
大

五

十
一
日
三
十
度
。
熨
斗
目
出
勤
。

五

二
月
小

九
日
三
十
九
度
。
出
勤
。
椿
行
京
都
秀
太
郎
送
行
蒲
田
。

四

正
月
大

二
八
六
○
）

安
政
七
年
（
万
延
一
兀
年
）

（
⑫
）
 

掘
来
。
秀
太
郎
帰
。
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一ハ

十
日
六
十
七
度
。
出
勤
。
秀
太
郎
始
行
正
泉
寺
学
仏
蘭
西
語
。
行
長
崎
屋
。

五一一

十
八
日
七
十
一
度
。
風
邪
引
。
津
山
来
。
秀
太
郎
稽
古
以
後
隔
日
。

四

十
一
日

九
日
六
十
六
度
。
行
赤
坂
不
逢
。
秀
太
郎
行
小
林
。

一一
（
ｕ
）
 

四
日
七
十
一
一
一
度
。
出
勤
。
秀
太
郎
出
調
所
受
命
仏
蘭
西
語
稽
古
可
［
Ⅱ
Ⅱ
］
［
Ⅱ
Ⅱ
］
。

一一’

一一
（
⑬
）
 

二
一
日
七
十
度
。
小
林
来
明
日
秀
太
郎
仏
学
命
下
事
。

一一一

六
十
三
度
。
秀
太
郎
行
正
泉
寺
習
洋
字
音
以
後
毎
日
修
業
日
曜
日
休
日
。
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’’一

五
日
七
十
五
度
。
出
勤
。
秀
太
郎
高
輪
止
宿
。

｜｜’ 

八
月
小

七
月
小

十
二
日
七
十
九
度
。
秀
太
郎
行
東
作
。

一一一

五

六日四

一一

十
一
日
七
十
六
度
。
出
勤
。
秀
太
郎
行
小
林
。
東
作
婦
死
去
。

五
月
小

二
十
日
七
十
五
度
。
風
邪
引
。
秀
太
郎
行
小
林
止
宿
。

四
五

一一

七
十
七
度
。
出
勤
。
求
秀
太
郎
刀
。
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十
一
月
大

十
月
小

朔
曰
五
十
一
度
。
急
御
用
。
小
林
ｎ
Ｕ
秀
太
郎
ｎ
ｕ
。

十
一
日
七
十
二
度
。
秀
太
郎
行
小
林
祝
転
役
。

七

廿
五
曰

一一一

十
一
日

五
（
巧
）

九
日
六
十
五
度
。
秀
太
郎
送
亀
女
。
高
白
田
松
木
来
。

七

九
月
大

七

九
日
五
十
五
度
。
出
勤
。
秀
太
郎
稽
古
御
賄
［
Ⅱ
Ⅱ
Ｕ

九

〔
上
欄
外
記
〕

十
七
度
。
出
勤
秀
太
郎
改
名
市
川
文
吉
。
泊
蕃
。

十
二
度
。文

吉

国
来
。
秀
太
郎
行
長
敬
寺
。

下
始
昨
之
命
。
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四

十
八
曰
五
十
度
。
出
勤
。
文
吉
前
髪
為
［
Ⅱ
Ｕ
度
蕃
。

九

十
七
日
四
十
九
度
。
行
山
岡
願
文
吉
元
服
。

一ハ 八

十
二
日

一ハ

十
一
日
六
十
五
度
。
出
勤
。
秀
太
郎
行
芝
見
蒸
気
船
風
烈
空
帰
。

三
月
大

四

八
日
四
十
七
度
。
秀
太
郎
行
小
林
。

六
半

二
八
六
一
）

文
久
一
兀
年
（
万
廷
二
年
）

二
月
大

六
十
三
度
。
出
勤
。
行
古
賀
。
秀
太
郎
行
村
田
巳
三
郎
納
宗
門
御
改
手
形
。
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一

十
七
日
七
十
六
度
。
出
勤
。
秀
太
郎
入
門
。

四 一一一

十
六
日
七
十
七
度
。
行
接
遇
所
。

五 一一一

十
八
日
六
十
度
。
出
勤
。
命
文
吉
祝
赤
飯
。

八七

七
月
小

五
（
嘔
）

廿
八
日
六
十
四
度
。
文
圭
ロ
拝
謁
同
道
出
仕
。
夜
招
朋
友
酒
宴
。

十

廿
日
風
四
十
四
度
。
除
文
吉
前
髪
。
泊
蕃
。

｜｜’ 
六

月
小

四
月
大
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一一

十
日
四
十
度
。
出
勤
。
文
吉
行
吉
田
。
加
藤
来
。

デ
セ
｜
日

十
月
小

十
月
大

（
Ⅳ
）
 

四
日
四
十
七
度
。
文
士
口
行
念
速
寺
。

’’’ 

十
九
日
六
十
八
度
。
文
吉
行
物
産
会
。

九

十
六
日
八
十
二
度
。
文
吉
行
掘
内
。

八
月
大

＋ 
九五九

九

十
三
日
七
十
八
度
。
文
吉
行
中
村
元
ｎ
Ⅱ
］
ｎ
Ｕ
料
。

三
日
八
十
二
度
。
文
吉
捨
女
罹
麻
疹
。

五
五

日
八
十
度
。
文
吉
行
布
野
。
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五

十
一
日
四
十
度
。
林
来
。
文
吉
行
長
敬
寺
。

デ
セ
ニ
日

九

十
六
日
八
十
二
度
。
文
吉
行
堀
内
。

八

十
五
日
五
十
一
度
。
家
内
詣
念
速
寺
。
文
吉
行
附
伺
済
地
図
。

廿
日
五
十
九
度
。
四
日
宿
状
。
十
三
日
発
福
井
今
日
届
。
文
吉
行
高
輪
。

九
月
大

七
月
大

（
一
八
六
三
）

文
久
二
一
年

二
八
六
四
）

兀
治
一
兀
年

十
一
月
大

（
文
久
四
年
）
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二
八
六
五
）

｜
兀
治
二
年
（
慶
応
一
兀
年
）

四
月
大

十
一
一
月
小
四
十
二
度
。
出
勤
。
佐
野
桂
川
来
。
文
吉
行
永
ｎ
Ｕ
三
平
。

廿
五
日

六
○月

小

正
月
大

廿
二
日

廿
四
日

十
八
日
六
四
五
九
○
文
吉
願
魯
行
。
夜
調
役
達
廿
一
日
誓
詞
之
事
。

十
七
日
六
五
六
五
○
出
勤
夜
加
藤
ｎ
Ｕ
文
吉
魯
行
行
之
事
。

十
五
日

廿
四
日

四
十
一
度
。
文
吉
行
足
立
。

風
五
十
度
。
肱
六
十
六
動
。
文
吉
帰
宅
。

四
十
二
度
。
出
勤
。
文
吉
行
足
立
。

四
十
度
。
文
吉
教
授
手
伝
並
当
分
助
命
下
。

一ハーー
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廿十七日六Ｌハー一一○

廿
八
日
六
四
七
一
一
○
志
賀
山
内
作
左
ェ
門
今

廿
十
六
日
六
五
六
七
○
文
吉
集
会
始
逢
従
僕
富
次
郎
。

十
五
日
五
九
六
六
○
出
勤
。

十
四
日
六
○
六
九
○
出
勤
。
魯
行
人
会
合
。
林
来
。
大
築
来
。

十一一日六

十
一
日
五
一
一
一
六
一
○
与
文
吉
行
緒
方
。
行
箕
作
。

九
日
六
一
六
七
○
出
勤
。
文
吉
受
魯
行
之
命
高
林
頭
取
廻
勤
。
夜
招
隣
家
。
緒
方
城
次
郎
来
。

（
旧
）

五
六
○
文
士
口
逢
新
藤
。

マ
マ

緒
方
田
中
来
。
文
吉
行
進
藤
。
全
家
像
。
文
吉
行
高
畠
推
乃
洋
紙
。
小
林
弥
一
二
郎
来
出
勤
。
願
増
百
金
。

村
上
来
。
行
柳
河
写

支
度
百
金
請
取
文
吉
為
之
御
城
二
行
ク
。
教
授
方
三
十
一
人
賎
別
会
。

人
受
魯
行
命
。
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書
状
上
書
ハ
巻
末
二
有

〔
上
欄
外
記
〕
文
吉
魯
行
発
途

閏
五
月

五
月
小

（
⑲
）
 

朔
日
六
○
七
一
○
御
証
書
下
ル
但
箱
館
方
預
。

廿
八
日
五
九

廿
四
日
五
七
七
五
○
招
魯
行
人
酒
宴
。
文
吉
行
足
立
。

十
九
日
五
五
七
二
○
出
勤
。
接
文
吉
支
度
金
二
度
目
百
金
。
緒
方
田
中
来
。
加
藤
来
晩
食

廿
八
日
六
○
七
一
○
志
賀
来
。

廿
五
日
五
七
七
一
一
一
○
緒
方
来
。

日
五
九
七
五
○
大
築
来
。

文
吉
森
三
郎
行
浅
草
。

度
目
百
金
渡
。
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〔
上
欄
外
記
〕
同
出
帆
長
崎
行

〔
上
欄
外
記
〕
文
吉
魯
舩
乗
込

八
月

七
月
大

六

月
小

廿
八
日
六
四
七
一
○

五
日

廿
七
日
六
五
六
七
○

九
日
六

廿
四
日
五
九
八
○
○
出
勤
出
状
文
吉
託
。
ｎ
Ｕ

十
一
日
五
八
七
六
○
腸
胃
熱
苦
甚
。
出
状
文
吉
。
緒
方
田
中
。

廿
九
日
五
九
七
○
○
文
吉
魯
行
発
途
越
谷
泊
安
達
美
濃
森
三
郎
築
地
千
住
迄
見
送
。

七
五
○

（
、
一

八
一
一
一
○
出
勤
有
文
士
ロ
箱
館
越
年
説
。

賀
田
。
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森
三
郎
句
読
師
当
分
助

〔
上
欄
外
記
〕
文
吉
香
港
出
帆

〔
上
欄
外
記
〕
文
吉
香
港
着

〔
上
欄
外
記
〕
文
吉
長
崎
出
帆

廿
八
日
六
三
六
一
一
○
出
勤
。

〔
上
欄
外
記
〕
文
吉
長
崎
魯
舩
乗
組

〔
上
欄
外
記
〕
夕
七
時
文
吉
長
崎
着
舩

廿
一
一
日
六
三
六
六
○
出
勤
。
掘
送
文
吉
書
状
。

九
月
小

（
皿
）

五
日
六
五
六
二
○
森
一
一
一
郎
句
読
師
当
分
助
。

廿一一一日六四六一一○出勤。

日
六
八
六
四
○
出
勤
。
箱
館
行
文
吉
供
富
次
郎
帰
府
。

一ハ
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未
五
月
十
一
日
文
吉

子
八
月
二
十
日
森
三
郎

〔
上
欄
外
記
〕
魯
ノ
四
月
｜
日
魯
行
人
着
魯
都

〔
上
欄
外
記
〕

十
一
月
廿
四
日
喜
ｎ
Ｕ

二
八
六
六
）

慶
応
二
年

正
月
大

（
配
）

（
型
）

七
日
六
四
五
四
○
行
津
田
杉
高
畠
。
佐
野
山
内
来
。
津
田
来
附
大
野
弥
一
二
郎
レ
ィ
デ
ン
十
月
十
五
日
状
。
戌
六
月
十
八
日

江
一
円
出
帆
亥
四
月
十
八
日
和
蘭
着
船
レ
イ
デ
ン
在
留
子
八
月
移
居
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
丑
九
月
移
居
ハ
ー
ゲ
。

九
日
五
八
六
○
○
行
大
野
弥
三
郎
常
盤
橋
。

十
二
月
小

（
配
）

六
日
五
九
四
一
○
大
築
来
告
伝
習
人
八
月
廿
一
二
日
長
崎
出
帆
廿
八
日
香
港
着
九
月
五
日
香
港
出
帆
。

五
日
六
五
四
一
○
出
勤
。
廻
伝
習
写
真
図
於
大
築
。

□ 
生
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二
月
十
五
日
朝
魯
ｎ
Ｕ
二
入
ル

微
雪

二
月

十
六
日
午
後
一
時
魯

（
躯
）

コ
ス
ケ
イ
チ
宅
二
留
ル

ー
月
廿
日
借
家
二
移

橘
耕
斎
即
大
和
来

外
ハ
寒
一
二
度

一
時
体

十
二
月
五
日
へ

八
日
出
帆

正
月
廿
七
日
英

二
月
九
日
出
帆

二
月
九
日
夕
佛

十
一
日
夕
出
車

二
月
十
一
一
日
朝

十
三
日
朝
出
車

二
月
十
四
日
朝

午
後
一
時
魯
都
着

借
家
二
移
ル

（
”
）
 

々
Ｚ
佛
セ
ル
ポ
ル
グ
着

（
恥
）

英
ボ
ル
ト
［
Ⅱ
Ⅱ
］

朝
ベ
ル
リ
ン
着

朝
巴
里
着 （
妬
）

ヘ
レ
ナ
島
着
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ポ
ン
シ
ョ
ウ
ル

な挨拶の文がカタカナで記され、その下に訳語が付いている。ママ
廿
七
日
の
記
述
の
上
欄
外
記
に
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
Ｅ
［
田
三
百
言
四
国
自
画
己
①
、
二
呂
目
巴
、
四
句
①
芹
①
【
の
宮
己
（
市
川
文
吉
は
ペ
テ
ル

ス
ブ
ル
ク
に
滞
在
す
る
日
本
人
の
意
）
と
書
か
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
兼
恭
は
蘭
語
、
ド
イ
ツ
語
に
加
え
て
多
少
フ
ラ
ン
ス
語
の
知
識
を

も
有
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
浮
天
斎
日
記
」
の
元
治
一
兀
年
十
一
一
月
二
日
付
の
記
述
に
「
佛
学
会
読
始
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
曰
か

（
一
八
五
五
）
（
一
八
六
一
一
一
）

ら
仏
語
の
訳
読
の
勉
強
を
始
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
同
日
記
（
「
巻
之
一
一
一
」
ｌ
白
安
政
二
年
至
文
久
一
一
一
年
）
の
一
扉
う
ら
に
毛
筆
で
簡
単

午
後
魯
行
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
鍼

右
三
月
十
一
一
一
日
認

（
っ
・
）

以
前
十
一
月
廿
九

内
ハ
暖
十
五
六
度

月
三
日
即
魯
四
月
五
日

後
魯
行
ｎ
Ｕ
ｎ
Ｕ
被
覗
ｎ
Ｕ

七
月
大

廿
八
日
六
一
一
六
五
○
出
勤
。
出
文
吉
状
寅
四
番
。

廿
七
日
六
一
一
六
五
○

モ
シ
エ
ル

日

出

□ 

御
早
っ

出
勤
。
二
月
廿
八
日
魯
文
吉
状
自
掘
届
。
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［
上
欄
外
記
］
文
吉
状
届

［
上
欄
外
記
］
魯
便
之
、
Ｕ

十
一
日
五
四
六
六
○
出
勤
。
長
尾
来
。
田
中
敬
輔
告
与
三
田
喜
六
約
魯
便
事
。

メ
ル

シ
イ
ー

ア
ジ
ュ
ウ
モ
シ
エ
ル

五
月
小

四
月
小

（
鍋
）

廿
四
日
六
○
六
八
○
億
川
来
。
安
達
来
。
森
一
二
郎
行
探
魯
信
。

廿
一
一
百
五
九
六
九
○
中
橘
花
女
来
。
在
魯
山
内
作
左
ェ
門
状
届
。

晦
日
五
五
六

月
大

ヘ
ノ
書
島
屋
持
来
。

六
、
六
日
［
Ⅱ
Ｕ

○
行
津
田
高
畠
。
正
月
廿
一
日
出
魯
行
人

ｎ
Ｕ
有
下

ｎ
Ｕ
宅
之
詞

月
十
五
日
付
。
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［
上
欄
外
記
］
寅
三
番
魯
状
出

［
上
欄
外
記
］
文
吉
状
届
。

十
月

九
月
小

八
月

七
月
大

廿
日
風
雪
五
○
○
終
日
風
夜
初
雪
。
森
三
郎
発
足
宿
神
奈
川
。
横
浜
大
火
。

（
釦
一

廿
九
日
五
一
一
○
林
洞
海
来
附
文
士
ロ
像
。

七
日
六
四
六
四
○
森
三
郎
英
吉
利
江
留
学
生
之
命
下
ル
。

晦
日
六
四
六
一
一
一
○
出
勤
。
六
月
［
Ⅱ
Ｕ
日
出
文
吉
状
届
。

廿
八
日
六
一
一
六
五
○
出
勤
。
出
文
吉
状
寅
四
番
。

廿
七
日
六
一
一
六
五
○
出
勤
。

寅
四
番
魯
状
出

月
廿
八
日
魯
文
吉
状
自
掘
届
。
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［
上
欄
外
記
］
十
月
廿
日
魯
着

発
文
吉
三
号
信

十
五
日
五
六
六
一
一
○
出
勤
。
＋
月
廿
日
魯
着
百
七
十
六
日
目
出
三
号
信
文
吉
。

［
上
欄
外
記
］
三
月
十
八
日
英
着
発
文
吉
森
三
郎
一
号
信

（
釦
）

田
中
パ
リ
ス
着
ル
ー
ブ
ル
宿

（
銘
）

田
中
移
居
ス
リ
ィ
町
第
三
ｎ
Ｕ

二
八
六
七
）

慶
応
二
一
年

四
月
大

正
月

十
一
月
大

四
日

七
日

八
日

十
五
日
六
一
一
一
一
一
七
○
出
勤
。
加
藤
来
託
之
文
吉
二
号
信
送
予
之
像
。

四
五
○
松
本
良
順
携
文
吉
像
来
。
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［
上
欄
外
記
］
十
一
月
七
日
着

六

月
小

四
月
大

五
月朔
日
五
九
七
三
○
発
森
三
郎
三
号
信
文
吉
五
号
信
。

十
七
日
五
八
七
五
○
出
開
。
山
内
作
左
ェ
門
不
逢
。

十
五
日
五
九
七
一
○
出
開
会
合
接
森
三
郎
一
一
一
、
四
、
五
号
信
及
写
真
。
発
文
吉
四
号
信
。

十
一
百
五
九
七
○
○
出
関
作
州
御
廻
出
文
吉
写
真
及
書
付
。

九
日
五
九
七
○
○
緒
方
送
文
吉
届
物
託
之
文
吉
四
号
森
三
郎
三
号
信
。

文
吉
五
号

発
森
三
郎
三
号

十
月
廿
日
魯
着
百
五
十
二
日
目
発
文
吉
四
号
信

十
月
廿
日
魯
着
始
普
請
発
文
吉
三
号
信
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［
上
欄
外
記
］
文
吉
二
号
信
届
。

［
上
欄
外
記
］
発
文
吉
六
、
五
号
信

［
上
欄
外
記
］
発
文
吉
七
号

七
月
小

九
月
小

八
月
大

廿
八
日
六

五
日
五
八
七
九
○
出
成
四
月
十
四
日
出
文
吉
一
一
号
信
届
。

十
一
一
日
六
五
六
一
一
○
出
成
。
文
吉
五
月
十
五
日
出
一
一
一
号
信
森
三
郎

八日五九七六○出成。発文吉欣号信森三郎四号信

七
日
六

森
三
郎
六
号

発
森
三
郎
四
号
信

六
八
○
出
成
。
山
内
作
左
エ
門
来
。

（
羽
）

六
八
○
出
成
。
行
加
藤
夜
食
。
行
柳
河
森

郎
六
号
信
文
吉
七
号
信
。
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森
三
郎
九
号
信
送
略
暦
。

［
上
欄
外
記
］
発
文
吉
九
号

［
上
欄
外
記
〕
文
吉
三
号

〔
上
欄
外
記
］
発
文
吉
十
号

十
一
月
大

七
日
五
八
五
一
○
休
日
。
七
月
廿
四
日
入
黒
沢
退
塾
。
発
文
吉
九
号
信
森
三
郎
八
号
信
。

十
二
月
大

森
三
郎
十
八
号
届

十
日
六
三
一
一
一
八
○
出
ｎ
Ｕ
。
手
ｎ
Ｕ

九
月
廿
九
日
十
八
号
信
届
。

六
日
六
六
雪
四
四
○
文
吉
九
月
十
四
日
一
一
一
号
信
森
三
郎

森
三
郎
八
号

森
三
郎
九
号

（
型
）

七
月
十
一
日
出
十
一
二
号
信
届
送
民
部
公
写
真
。

調
所
。
発
文
吉
十
号
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森
五
号
六
号

六
月
小

［
上
欄
外
記
］
文
吉
二
号

森
五
号
六
号
届

十
六
日
三
一

［
上
欄
外
記
］
発
文
吉

［
上
欄
外
記
］
発
文
吉
森
三
郎
一
号
信

十
六
日
三
一
一
一
○
○
行
開
成
所
。
於
美
濃
来
。
発
文
吉
森
三
郎
二
号
信
託
森
三
郎
絹
糸
。

二
八
六
八
）

明
治
一
兀
年

五
月
大

五
日
七
三
○
森
三
月
十
八
日
後
六
号
五
号
文
吉
一
一
一
月
十
日
出
二
号
信
届
。
写
真
三
枚
。

正
月
小

二
月
大

七
日
四
五
○
行
加
藤
。
発
文
吉
森
三
郎
三
号
信
。

五
日
六
四
四
○
○
発
文
吉
森
三
郎
一
号
信
。

森
三
郎
二
号
信
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幕末ロシア留学生市川文吉に関する一史料

写
真
（
緒
方
、
田
中
）

［
上
欄
外
記
］
文
吉
状
届

〔
上
欄
外
記
］
森
三
郎
九
号

二
八
六
九
）

明
治
二
年

九
月

六
月

併

九
月
一
一
日
［
Ⅱ
Ｕ
宅

八
月
廿
七
日
横
着
文
吉
一
人
在
留

五
月
廿
七
日
出
発

七
日
六
六
五
一
一
○
大
築
保
太
郎
来
告
魯
行
学
生
四
人

廿
六
日
緒
方
城
四
郎

十
五
日ヵ
月
逗
留

文
吉
三
号

八
七
七
○
森
一
一
一
郎
壬
四
月
五
日
出
九
号
文
士
ロ
四
月
廿
八
日

枚
入
三
号
届
。

小
沢
清
次
郎

届
大
築

田
中
次
郎
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（
釘
）

文
吉
一
件
［
Ⅱ
］
プ
ー
チ
ャ
ー
氏
［
Ⅱ
Ⅱ
］
御
世
話

一
一
付
再
び
建
白
致
し
処
遂
一
一
一
ヵ
年
六
百
ド
ル
公
用

マ
マ

明
治
己
巳
午
八
日
狐
外
務
省

文
吉
御
手
当
加
藤
弘
之
人
○
七
月
廿
九
日
発

精
勤
学
、
Ⅲ
］
相
聞
、
Ⅱ
］
一
一
付
壹

（
妬
）

ン
ト
ル
六
百
枚
為
学
費
被
下
之
事

市
川
文
吉

其
方
儀
魯
西
亜
学
校
二
御
而
専
ヲ
勉

精
勤
学
「
Ｊ
相
聞
「
ｊ
一
一
付
壹
ヶ
年
二
付
メ
キ
シ
カ

稽
古
書
付

丑
ノ
閏
五
月
晦
ニ
ア
リ

日
記
の
同
月
の
ペ
ー
ジ
に
小
さ
な
紙
切
れ
が
二
枚
張
っ
て
あ
り
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
文
面
が
見
ら
れ
る
。

（
弧
）

（
お
）

廿
一
一
一
日
午
後
行
正
法
寺
空
版
行
舎
密
［
Ⅱ
Ⅱ
］
ガ
ラ
タ
マ
託
書
。

［
上
欄
外
記
］
ガ
ラ
タ
マ
ヘ
託
し
文
吉
へ
出
状

四
月
七
日
市
川
状
届

八
月
小

＝＝ 
－ 

月
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幕末ロシア留学生市川文吉に関する－史料

人
よ

□ 

朔
日
八
一
○
緒
方
来
。

十
二
日
七
五
○
田
中
来
。

十
月

八
月

四
日
七
八
○
緒
方
来
。

廿
二
日
火
五
六
○
出
勤
在
魯
文
吉
四
月
四
日
出
書
翰
届

［
上
欄
外
記
］
文
吉
状
届
写
真
三
枚
入
。

［
上
欄
外
記
］
文
吉
贈
物
届
ア
リ

二
八
七
○
）

明
治
二
一
年

日
八
二
○
緒
方
来
。

二
八
七
こ

明
治
四
年月
小

九
日
金
五
九
○
出
勤
。
文
吉
閏
十
月
十
日
出
贈
物
届
。

。
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十
三
号
信
届

［
上
欄
外
記
］
の
ｒ
句
の
庁
①
局
の
す
。
巨
昌
（
内
ロ
、
巴
の
）

十
五
日
火
」

［
上
欄
外
記
］
出
状
文
吉

十
九
日
六
○
○
卿
姐
不
快
引
。
託
ハ
ル
ト
リ
イ
出
状
魯
西
亜
在
留
文
吉
。

［
上
欄
外
記
］
出
状
文
吉

二
八
七
二
）

明
治
五
年

八
月

五
月

三
月
小

廿
日
市
川
十
一
日
出
状
届
。

六
日
昨
日
之
日
付
出
状
文
吉
託
奥
山
。

Ｅ
【
茸
。
（
ｎ
ヶ
ロ
四
】
四

ｎ
ケ
①
Ｎ
二
白
、
」
の
ｎ
ｏ
日
芹
の
旧
○
巨
丘
四
は
ロ
の

因
・
邑
扇
】
、
四
三
四

七
一
十
一
日
出
十
二
ｎ
Ⅱ
Ｕ
信
紙
届
。
出
状
文
吉
。
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宝玉
戸

上

十
三
日
火
七
一
一
（
犯
）

横
浜
着
三
時
半
帰
宅
。
宇
都
宮

廿
一
曰
月
託
奥
山
文
吉
書
状

［
上
欄
外
記
］
出
状
文
吉
十
三
号
信
届

（
一
八
七
三
）

明
治
六
年

欄
外
記

十
月十
」

十
列

欄
外
記一一一上

十
百

九
月

四
月十
七
日
金
六
一
一
側
不
参
・
文
吉
文
部
省
七
等
出
仕
拝
命
。

十
八
日
士
六
七
Ⅲ
蝿
文
吉
外
国
語
学
長
。 マ
マ

３
 

亦
記
］
文
吉
七
等
出
仕
出
状
市
川

三
十
一
日
金
六
一
螂
出
。
於
元
縁
談
調
。

０
 

（
釦
）

二
日
日
五
四
Ｎ
大
久
保
来
。
文
吉
於
一
兀
縁
組
届
済
。
巳
年
旧
九
月

３
 

廿
日
即
新
十
一
月
六
日
於
元
十
六
年
一
一
一
月
。

月十四八 ］
文
吉
帰
朝

3010 

出
。
文
吉
帰
朝
朝
九
時
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［
上
欄
外
記
］

廿
五
日
水
四
四
柵
不
参
。
文
吉
御
手
当
渡
。

［
上
欄
外
記
］
文
吉
一
一
等
書
記
官
魯
国
在
勤
。

日
月
五

（
一
八
七
四
）

明
治
七
年

十
三
日
金

十
日
火
四
○

月月

九
日
月
五
四

七
日
士
四 盛
三
郎

文
吉

棚
不
一

天
長
節

文
吉
婚
礼
済

五
四 不
参
。
夜
媒
人
宇
都
宮
夫
婦
来
文
吉
於
元
婚
礼
整
。

Ⅲ
文
吉
御
暇
乞
頂
戴
物
。

Ⅲ
文
吉
魯
行
乗
舩
陸
前
水
沢
縣
｜
ノ
関

一
兀
長
第
二
橋
謙
随
行
十
八
歳

Ⅷ
不
参
。
文
吉
外
務
二
等
書
記
官
魯
国

十
一
年
四
ヶ
月

十
六
年
八
ヶ
月

Ⅲ
出
。
文
吉
行
宇
都
宮
訪
婦
病
。

在
勤
拝
命
。
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三
日
日
六
九

［
上
欄
外
記
］
文
吉
状
届

［
上
欄
外
記
］
文
吉
魯
行
於
寅
誕
。

［
上
欄
外
記
］
魯
国
状
届

廿
三
日

（
朱
）

［
上
欄
外
記
］
文
士

［
上
欄
外
記
］
文
吉
魯
着

十
八
日
木
七
二

十
月

九
月

八
月

六
月

五
月

廿

十
日

廿
五
日
日
六

九
日

六
日

〈
吉
誕
生

十
日
七
五

日
七
四
Ⅲ

016 

００７ 975 990 橘
耕
斎
来
附
文
吉
贈
物
。

（
虹
）

四
月
一
二
日
ゴ
ー
ル
出
文
吉
状
。

魯
国
状
届
六
月
十
日
着
魯
。

文
吉
四
月
十
八
日
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
イ
出
状
届
。

（
⑫
）
 

ヤ
マ
ト
フ
来
。
桜
井
得
太
郎
来
。
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六

月

二
八
七
五
）

明
治
八
年

二
八
七
六
）

明
治
九
年

二
八
七
七
）

明
治
十
年

十
月

三
月十
三
日
士
五
一
一

四
月三
十
日
金
五
五

廿
一
日
五
八

廿
六
日
火
七
八
Ⅷ
魯
国
荷

国
荷
物
届
之
［
Ⅱ
Ｕ
但
肖
像
額
猟
銃
等
。

（
文
吉
に
関
す
る
記
述
は
無
い
ｌ
引
用
者
）

989 

文
吉
給
渡
。

004 999 

魯
国
荷
物
届
。
三
輪
甫
一
来
告
魯
。

文
吉
給
渡
。

｜
月
十
五
日
魯
信
届
。
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気
車
。

［
上
欄
外
記
］
文
吉
帰
朝

廿
八
日
月
六
○

（
八
七
九
）

明
治
十
二
年

二
八
七
八
）

明
治
十
一
年

十
二
月

十
一
月

十
月廿
一
日
日
五
九

廿
七
日
月
銘
〃
加
藤
老
婦
葬
送
於
富
文
吉
見
送
。

月廿
割
三
相

廿
四
日
日
四
九

二
日
北
風
月
四
九

十
Ⅲ

078 

Ｍ
出
状
市
川
及
宮
原
贈
□
祝
□
。

０１７ 文
吉
出
外
務
二
等
書
記
官
辞
表
。

962 与
吉
村
及
婦
行
横
浜
末
吉
町
二
丁
目
出
浦
鎌
作
与
岩
□
休
本
町
松
木
屋
四
丁
目
忠
助
□
昨
与
文
吉
乗

（
佃

与
文
士
口
行
茶
園
。

榎
本
来
。
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［
上
欄
外
記
］
文
吉
出
辞
表
大
寒

［
上
欄
外
記
］
文
吉
魯
語
学
教
員
兼
任

七
月

六
月 廿

五
月

月月

十
日
月

四
日
火
四
一
Ⅲ
文
吉
依
頼
免
職
更
御
雇
□
奏
仕
給
五
十
円
。

六
日
木
一
一
一
九
Ⅲ
文
吉
兼
任
魯
語
学
教
員
月
給
五
十
円
。

九
日
日

廿
九
日
木
六

七
日
金
四
五

十
一
日
水
六
五
卿
榎
本
来
。

九
日
日
四
○

廿
七
日
水
七
八

マ
マ

十
ｐ
Ｈ

月
五
六

水
七
八

二一Ⅱニ

ノ、ノ、

０１２９１１ 

出夜
文文
吉吉
拝行
命平
届岡
書。
。

９９６０１２９８８ 

与文接
文吉文
吉与吉
行宇備
向都金
島宮。
釣行
堀茶
・園

０ 

Ｍ
文
吉
行
画
島
。

卿
附
文
吉
五
十
円
。

Ⅲ
文
吉
行
玉
川
。
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門

上

十八七欄 六

一四月十月筆世月十＋ロ「１ 列 「１」一

二
八
八
○
）

明
治
十
一
二
年

十
月

四
月 十
二
日
日
五
八

月十
六
日
火
四
八
○
文
吉
増
給
十
円
。

七
日
月

八
日
火

日
水
七
九
○
文
吉
夫
婦
行
越
後
。

月

八 百
水（
朱
）

］
文
士
ロ

日
七
四
文
吉
行
日
光
。

六
七
○
行
上
野
菜
園
。

五
九
○
出
文
吉
家
督
相
続
届
書
。

六
○
○
文
吉
家
督
相
続
届
済
。

価
文
吉
行
池
田
贈
謝
物
。
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二
八
八
二

明
治
十
四
年

二
八
八
二
）

明
治
十
五
年
（
文
士
ロ
に
関
す
る
記
述
は
無
い

十
二
月

六

月

七
月

八
月

（
“
）
 

十
五
日
月
八
一
○
行
深
川
八
幡
及
州
崎
。
増
田
甲
斎
来
。
盛
一
二
郎
来
。

廿
四
日
金

四
日
火
五

十
日
日
七
七
○
文
吉
行
綱
舩
。

六
日
月
七
三
○
宇
都
宮
来
。
文
吉
魯
国
海
軍
中
将
レ
ッ
ソ
ス

フ
キ
ー
氏
接
待
役
横
浜
の
出
状
奥
山
。

十
日
木
五
○

五
○
文
吉
行
熱
海
。

993 

999 

文
吉
附
五
十
円
。

譲
経
□
於
文
吉
。引
用
者
）
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江
戸
在
勤
の
フ
ラ
ン
ス
公
使
館
員
ポ
ー
ル
・
ド
・
テ
ュ
ラ
ン
ヌ
・
デ
ィ
ナ
ッ
ク
伯
（
ｎ
．
曰
芹
の
而
囚
巳
已
①
目
巨
『
の
目
①
巴
シ
百
四
の
）
は
、
箱

館
に
出
張
し
た
折
に
得
た
ロ
シ
ア
情
報
の
中
で
、
ロ
シ
ア
が
外
交
通
商
の
拠
点
を
作
ろ
う
と
し
て
い
る
動
静
を
報
じ
、
さ
ら
に
数
々
の
施

策
を
述
べ
て
い
る
。
同
書
簡
に
は
語
法
上
お
か
し
な
所
、
単
語
の
不
明
箇
所
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。

ロ
シ
ア
留
学
関
連
で
は
、
蝦
夷
の
名
士
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
若
者
が
数
名
ロ
シ
ア
に
派
遣
さ
れ
、
か
の
地
で
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
旨
、
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
駐
日
仏
公
使
に
伝
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
幕
府
の
ロ
シ
ア
留
学
生
派
遣
計
画
の
こ
と
で
あ
る
。
次
に
引

く
も
の
が
そ
の
報
告
書
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
だ
が
、
末
尾
数
行
（
下
線
を
引
い
た
箇
所
）
が
該
当
部
分
で
あ
る
。
（
…
。
：
）
内
は
判
読

十
八
年
七
月
一
一
一
八
○
木
文
吉
支
那
行
。
’
一
一
十
日
長
崎
着
。
八
月
二
日

長
崎
発
仁
川
行
。
九
月
二
日
上
海
出
帆
。
同
十
四
日
長
崎
出
帆
。
同
十
八
日
帰
朝
。

［
史
料
二
］

二
月

十
九
日
月
四
○
○

二
木
彦
七
結
婚
ｎ
Ｕ
。

（
一
八
八
四
）

明
治
十
七
年
（
文
吉
に
関
す
る
記
述
は
な
く
、
兼
恭
は
「
明
治
十
七
年
ヨ
リ
日
記
ヲ
止
む
」
と
記
し
て
い
る
。
が
、
式
」
ら
に
次
の
よ
う

な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
）

（
明
治
）

（
一
八
八
三
）

明
治
十
六
年

マ
マ
二
十
八
年

文
士
ロ
告
於
寅
与
鹿
児
島
士
族
箱
館
伜
御
用
掛

1８１ 
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：薑竈瀧：：

６
》
①
聖
の
四
目
の
四
口
、
ロ
ロ
の
ｇ
ｏ
巨
芹
の
』
四
口
の
后
す
こ
庁

旦
①
帛
四
の
」
］
牌
の
『
罠
ｏ
ｎ
の
巨
ご
囚
（
一
○
口
□
①
、
①
庁
（
の
凶
］
①
》
Ｐ
口
の

□
巳
の
ご
□
①
ｇ
①
の
苣
四
亘
己
言
の
Ｑ
①
田
①
ｍ
ｇ
Ｐ
ロ
①
一
①
の
①
已

口
の
芹
『
○
耳
□
①
円
四
℃
口
ご
『
。
こ
の
の
、
の
ど
四
円
の
Ｑ
①
の
囚
、
巳
】
①
．

Ｆ
①
の
臼
凹
亘
一
ｍ
ｍ
の
曰
の
ロ
芹
の
ロ
ロ
①
］
の
、
閃
巨
の
の
①
の
。
ご
｛
【
ｏ
ｐ
ｅ
ｍ
の

回
出
口
【
。
』
四
ｓ
①
こ
の
唱
囚
ご
ｇ
ｐ
ｏ
Ｂ
ず
Ｈ
①
』
①

自
四
ぐ
】
『
①
の
ｇ
①
］
①
日
口
四
宮
は
。
ロ
ロ
ロ
①
ご
国
ぐ
循
巨
①
ヨ

ロ凹口の、①の已四『、四ｍののロ①の○口｛ご囚、（・・・・・・）〕一一

｛
囚
巨
（
］
）
囚
ご
○
巨
の
『
己
。
こ
【
］
①
の
四
ｍ
ｍ
こ
『
の
『
・
の
】
］
】
。
ｐ

巴
○
ロ
（
①
色
亘
ロ
ロ
。
ロ
ロ
の
Ｑ
①
ｍ
Ｃ
ｏ
ｍ
の
①
ｍ
の
】
○
口
の
閃
巨
の
の
①
の

。
①
一
）
向
〆
百
ｍ
目
の
○
ユ
の
ロ
芹
の
》
。
【
可
①
］
①
、
日
の
曰
の
ｍ

ｍ
ｐ
国
皀
】
①
の
Ｑ
①
の
口
冒
す
口
試
□
こ
の
曰
①
の
ｇ
①
ロ

①
［
四
四
】
の
①
ロ
】
の
ご
芹
ロ
ロ
①
、
①
の
】
ロ
ロ
ロ
）
の
（
巨
口
の
の

、
、

｜
ロ
（
ｍ
ｐ
ｍ
、
①
Ｒ
①
①
の
ご
囚
同
巨
己
の
ｍ
ｍ
Ｒ
】
①
ｇ
①
閉
口
胃
の

閂
、
｛
『
の
ど
の
巨
四
ご
已
四
【
①
ロ
｛
ｐ
ロ
》
の
ロ
芹
の
円
ロ
。
】
ぬ
ロ
四
目
芹

一
】
ど
の
□
口
①
一
）
一
』
の
①
□
①
ｎ
ｏ
ロ
ロ
ロ
、
（
の
ご
囚
Ｑ
冑
】
ぬ
①
周

一
囚
已
。
］
】
は
□
こ
の
ｇ
ｐ
ｏ
ｐ
亘
口
①
（
ｇ
①
の
ｒ
・
勺
の
芹
の
『
の
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、
○
日
扇
Ｑ
①
目
巨
『
①
ロ
ロ
①
．

］
）
四
一
］
》
彦
○
ロ
ロ
①
ロ
『
巳
や
⑩
庁
円
の

ぐ
○
耳
①
甘
の
の
豈
巨
日
す
］
①
①
庁
○
ず
の
】
の
の
四
口
←
の
①
円
く
］
庁
①
巨
司

四
ぐ
の
Ｃ
］
①
Ｃ
口
の
］ ご
①
巳
］
］
の
Ｎ
囚
唱
の
①
【
』
［
○
口
巴
①
□
『
］
①

豈
自
】
ロ
厨
斤
『
の
］
〕
す
○
円
ご
ロ
］
四
ｍ
①
已
巨
ロ
『
○
ｍ
○
口
。
局
①
の
己
の
、
芹

〆￣へ〆￣、グー、／■､／￣、〆￣、／■、グー、グー、〆■、〆-，〆■、〆へ

ご聖ｌｌｌ９８ｇＺｇ旦全旦乙と註開
成
所
出
仕
の
小
林
祐
三
か
小
林
鼎
助
の
こ
と
か
。
両
人
は
仏
蘭
西
学
専
攻
。

加
藤
弘
蔵
（
弘
行
）
。

ら
よ
う
き
ょ
う

長
敬
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
」

開
成
所
教
授
職
堀
達
之
助
。

昌
平
坂
学
問
所
広

川
本
常
民
の
こ
と
。

天
文
方
。

開
成
所
卒

カ
氏
（
温
度
）
。

「
脈
動
」
の
意
。

秀
太
郎
の
こ
と
。

天
文
台
和
解
御
用
出
役
宇
田
川
興
斎
の
こ
と
か
。

薩
摩
藩
医
足
立
梅
栄
宅
の
こ
と
か
。

所
頭
取
古
賀
動
一
郎
。

坂
学
問
所
（
維
新
後
、
昌
平
校
、
大
学
校
）
。

は
浅
草
区
松
清
町
に
位
置
。
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（
Ⅲ
）
森
三
郎
」

（
皿
）
大
築
保
一

（
別
）
杉
亨
二
。

（
別
）
文
久
一
左

（
閉
）
セ
ン
ト

（
恥
）
プ
リ
マ
『

（
〃
）
シ
ェ
ル
一

（
肥
）
ゴ
ス
ケ
ニ

（
別
）
イ
ギ
リ
『
ポ

（
釦
）
文
士
ロ
の
空

（
皿
）
パ
リ
の

（
鉋
）
ペ
テ
ル
『

（
羽
）
柳
河
春
一

（
四
）
渡
航
許
可
の
証
書
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
。

（
別
）
当
初
、
留
学
生
の
一
行
は
ゴ
シ
ヶ
ヴ
ィ
ッ
チ
ら
と
共
に
渡
露
す
る
手
は
ず
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
同
人
は
一
行
を
待
ち
切
れ
ず
箱
館
よ
り
一
足

先
に
帰
国
の
途
に
つ
い
た
た
め
、
シ
ベ
リ
ア
経
由
で
露
都
に
赴
く
案
が
出
さ
れ
た
。
が
、
彼
の
地
は
折
か
ら
寒
さ
に
向
う
の
で
、
い
っ
た
ん
は

来
春
ま
で
待
つ
こ
と
に
決
し
た
。
し
か
し
、
露
艦
二
隻
が
折
よ
く
入
港
し
た
の
で
、
こ
れ
に
搭
乗
を
頼
み
、
出
帆
に
至
っ
た
。

〆■､〆自へ〆￣､グー、〆￣、

１８１７１６１５１４ 
、－〆、－〆、－〆、=〆、_〆

柳
河
春
三
。

ポ
ー
ト
レ
イ
ト

文
士
ロ
の
肖
像
写
真
。

文
久
二
年
の
オ
ラ
ン
ダ
留
学
生
。
渡
蘭
後
、
精
密
器
機
製
作
を
学
ぶ
。

セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
島
。

念
速
寺
書

新
藤
紹
蔵
。

高
畠
五
郎
。

福
井
藩
邸
に
お
い
て
藩
公
に
拝
賜
し
た
こ
と
。

念
速
寺
（
真
宗
大
谷
派
）
は
文
京
区
白
山
に
位
置
。

蕃
書
調
所
。

森
三
郎
は
英
学
専
攻
。

大
築
保
太
郎
。

セ
ン
ト
・
へ
．

プ
リ
マ
ス
港
。

ゴ
ス
ケ
ヴ
ィ
ッ
チ
。

イ
ギ
リ
ス
留
学
生
億
川
一
郎
。

パ
リ
の
「
グ
ラ
ン
ト
テ
ル
・
デ
ュ
・
ル
ー
ブ
ル
」
の
こ
と
。

ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
ク
に
お
け
る
田
中
の
下
宿
の
こ
と
か
。

シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
港
。
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幕末ロシア留学生市川文吉に関する 史料

（
妬
）
》

（
追
記
）

（
仏
）
市
川
家
の
茶
畑
は
雑
司
ヶ
谷
に
在
っ
た
も
の
か
。
「
茶
園
で
す
か
、
さ
あ
、
場
所
を
は
っ
き
り
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
雑
司
ヶ
谷
で
か
な

り
広
く
、
私
（
兼
恭
の
末
子
於
千
）
も
よ
く
茶
つ
み
に
行
き
ま
し
た
。
六
合
社
・
宇
都
宮
さ
ん
の
事
は
よ
く
き
き
ま
し
た
」
（
原
平
三
「
市
川

兼
恭
」
『
幕
末
洋
学
史
の
研
究
」
所
収
）
。

（
妬
）
橘
耕
斎
は
帰
国
後
、
増
田
甲
斎
と
称
し
た
。

（
蛆
）
ポ
イ
ン
ト
・
デ
・
ゴ
ー

（
蛆
）
橘
耕
斎
の
ロ
シ
ア
名
。

（
側
）
「
出
勤
」
の
意
か
。

も
と

（
似
）
元
は
安
政
四
年
十
一
月
六
日
に
生
ま
れ
、
大
正
十
五
年
五
月
一
一
十
四
日
没
し
た
（
雑
司
ヶ
谷
墓
地
の
市
川
家
の
墓
碑
に
よ
る
）
。

（
蛆
）
ポ
イ
ン
ト
・
デ
・
ゴ
ー
ル
港
（
セ
イ
ロ
ン
島
）
。

（
胡
）
プ
チ
ャ
ー
チ
》

（
羽
）
宇
都
宮
三
郎
。

（
〃
）
六
百
メ
キ
シ
コ
ド
鍋

（
肥
）
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
伯
。

し
よ
う
ぽ
う

（
開
）
松
法
寺
は
駿
河
江
尻
宝
基
院
の
末
寺
で
浅
草
松
葉
町
に
位
置
。

（
鉛
）
オ
ラ
ン
ダ
人
【
・
の
貝
・
己
二
「
・
言
の
『
○
口
『
呉
目
［
】
囚
（
民
山
』
ｊ
Ｌ
宅
）
。
開
成
所
内
の
分
析
窮
理
所
で
物
理
と
化
学
を
教
え
た
。

（
別
）
徳
川
昭
武
。

本
稿
を
草
す
る
上
で
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
日
本
学
士
院
、
函
館
市
史
編
纂
室
の
清
水
恵
及
び
文
吉
の
曾
孫
浅
海
福
子
、
加
太
宏
邦
教
授
ら

三
氏
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

六
百
メ
キ
シ
コ
ド
ル
。
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⑧晩年の市川兼恭の肖像

（日本学士院蔵）

④市川兼恭の「浮天斉日記｣(巻之三)表紙

（東京大学史料編纂所蔵）

lil ◎市川文吉がレターペーパーの表に

書いたロシア文字(浅海福子氏蔵）

◎市川兼恭の「浮天斉日記」

（東京大学史料編纂所蔵）
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